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１ 研究目的 

本邦の慢性痛の有病率は22.5％、そのうち10％が就学と

就労の制限がある。疾病や障害により慢性的な痛みを持つ

患者の就労支援には、治療のみならず、患者の生活全体を

捉えた疼痛管理＝Total Pain Managementが必要と考えた。 

そこで、令和４年度に文献レビューを実施し、患者の生

活全体における慢性の痛みの要因や改善方法の知見を整理

した。その結果、患者自身の要因や、就労の場の要因に関

する記述は得られたが、家庭内や地域生活、また通勤や通

院といったアクセスに関する要因は見られなかった。 

慢性の痛みには波があり、１日や１年を通じて患者は自

分なりに就労生活の工夫をしている。患者の工夫を調査す

ることで、その人らしい生活を維持する方法が明確になる

と考えた。併せて、その生活に伴走していくモニタリング

方法を考察することも可能と考えた。 

 本研究の目的は、慢性的な痛みを持つ患者の、就労生活

における工夫や配慮を調査し、患者の生活様式に伴走して

いくモニタリング方法を考察することである。 

 

２ 方法 

・研究期間：令和５年５月-12月 

・研究参加者：機縁法により紹介を受けた、慢性の

痛みのある就労中の女性７名 

・調査内容：痛みと共にある就労生活の自己管理方

法、及び、職場での配慮 

・調査方法：半構造化面接 

・分析：聞き取り内容から逐語録を作成し「痛みと

共にある就労生活の自己管理方法、及び、

職場での配慮」に関する記述を抽出し、築

地性を捉えて質的記述的に分類整理した。 

 

（倫理面への配慮） 

国立保健医療科学院倫理審査委員会の承認を得た

上で実施した(NIPH-IBRA#12415)。 

 

３ 研究結果 

(1) 研究参加者 

 年代、職種は表１、及び表２の通りである。 

  

表１ 研究参加者年代    表２ 研究参加者職種 

年代 名  職種 名 

30 1  教員 2 

40 3  事務  1 

50 2  看護師 1 

60 1  保育士 1 
   介護職 1 
   農業 1 

 

(2) 分析結果  

患者の、就労生活の自己管理方法、及び、職場での

配慮に関し、【自立した生活に向けた就労と痛みの管理】

【痛みの要因の自己分析に基づいた日常生活の調整】【痛

みへの認識の変換】【家族との身体的・精神的負担の分か

ち合い】【多様な医療資源を駆使した痛みの管理】【痛み

に応じた仕事や通勤方法の調整】【自身から職場へ配慮を

求める働きかけ】【職員全員をも見据えた職場からの配慮】

の８つのカテゴリが得られた。 

 

以下、語りを「」、カテゴリを【】で示して結果を説明

する。 

 まず、患者は「何でもやってもらうのではなく、自分で

できることをしたい。痛くてサポーターをつけていても

（仕事が）できることはうれしい。」など【自立した生活

に向けた就労と痛みの管理】という目的を掲げていた。 

痛み管理の目的に向けて「何で痛いんだろうと…左腕に

持ち替えると右腕の痛みがなくなったので、90度位の角度

で肘に重さが加わると負荷がかかると分かった。」など

【痛みの要因の自己分析に基づいた日常生活の調整】をし

ていた。日常生活を調整すると共に「生きるために仕事す

るので、そのために生活の一部として痛みを自分の中で受

け入れた」など【痛みへの認識の変換】を通じて痛みを管

理していた。 

また、自己完結した工夫のみならず「洗濯は全部自分で

するが、たまに両親が手伝いにきてくれるので、その時に

おかずを作ってきてもらう」など【家族との身体的・精神

的負担の分かち合い】をしていた。 

 生活や家族との工夫に加え「コルセットやサポーターを

常にしているのも負担なので、少し外して（痛みが）くる
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とつける」など【多様な医療資源を駆使した痛みの管理】

をしていた。 

 就労に関して自己の工夫として「定時に帰れば、ペイン

クリニックに間に合うので、今年は定時に帰って痛み止め

をしているので（早退するほどの痛みは）なくなった」な

ど【痛みに応じた仕事や通勤方法の調整】をしていた。 

 就労に関して自己の工夫のみならず「労働組合に入って

いるので、病気のときは病休を取ることは権利だと分かっ

て、気が楽になったし取りやすくなった」など【自身から

職場へ配慮を求める働きかけ】も行っていた。さらに自己

の症状管理に加えて「職員全員の腰痛が少なくなるように

福祉器具を入れて、人手が足りない分も補っていく」など

【職員全員をも見据えた職場からの配慮】を受けていた。 

 

４ 考察 

(1) 患者の就労生活における工夫や配慮の構造 

 令和４年度に得られた、患者の生活全体を捉えた疼痛管

理＝Total Pain Managementの図に、令和５年で得られ

たカテゴリを配置すると図１のように示された。 

 

 

図１ 患者の就労生活における工夫や配慮の構造 

 

 まず【自立した生活に向けた就労と痛みの管理】が、す

べての工夫や配慮の目的に位置づく。その上で患者自身の

日常生活の工夫として【痛みの要因の自己分析に基づいた

日常生活の調整】【痛みへの認識の変換】、家庭生活では

【家族との身体的・精神的負担の分かち合い】、医療面で

は【多様な医療資源を駆使した痛みの管理】を行う。 

就労の場に向けては、患者自身の工夫として【痛みに応

じた仕事や通勤方法の調整】【自身から職場へ配慮を求め

る】を行い、【職場全員をも見据えた職場からの配慮】と

いう双方向の痛みの管理が行われる。 

(2) 患者の生活様式に伴走していくモニタリング方法 

 患者の生活全体を捉えた疼痛管理のためには、図１全体

をモニタリングする必要がある。最も重要なこととして、

障害や痛みのマネジメントは社会的役割や自己への信念が

関与していることから1）、【自立した生活に向けた就労と 

痛みの管理】ができているか経過を追う必要がある。 

次に、薬物療法や生活習慣の改善等の日常的な工夫が痛

みの管理に功を奏する。また、痛みへの恐怖が低い、痛み

の受容等により仕事が継続できる2）。これらのことから、

【痛みの要因の自己分析に基づいた日常生活の調整】【痛

みへの認識の変換】の変化を追い、支援ニーズを満たすこ

とで日常生活における工夫が維持強化される。 

家庭生活では、家族と痛みを共有すること、家族とのポ

ジティブな会話3）が仕事のパフォーマンスを上げることか

ら、【家族との身体的・精神的負担の分かち合い】を把握

する。 

医療に関しては、患者が医療を「活用」できているか、

また鍼灸などの伝統的な治療も含め4）【多様な医療資源を

駆使した痛みの管理】ができているか、経過を追う必要が

ある。 

就労の場では、日内変動も考慮した【痛みに応じた仕事

や通勤方法の調整】の経過を追い、【自身から職場へ配慮

を求める働きかけ】に向けて、患者は雇用主と知識を共有

し5）、直接または間接的に【職員全員をも見据えた職場か

らの配慮】が整ってきているか経過を追うことが求められ

る。 
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